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『こぶたのブウタ』
絵：神沢利子   
理論社   1971年

利子さんの
100年

川はどこから
きてどこへ

流れてゆくの
か

年譜／少女期の草稿／交友関係─師と友と

利子さんの探求「北」と「星」と「いのち」と
『ちびっこカムのぼうけん』原稿／『銀のほのおの国』挿画原画

利子さんの声
いのちへの畏敬─北方

少数民族を想う

『鹿よ おれの兄弟よ』原画全点と神沢利子さんによる朗読

利子さんの日々五七五・ことばあそび・らくがき・ときどきラッコ?
書斎再現／手稿や構想メモ・スケッチ／ことばの映像

利子さんの
おくりもの

ふいごの
ように─いの

ちの火に風
を送る

こんなにあるよ!  神沢利子さんの絵本・童話

ウーフがいっぱい／入って遊べるウーフのおうち

『鹿よ おれの兄弟よ』原画   ©G. D. パヴリーシン

『銀のほのおの国』原画   ©Seiichi Horiuchi

神沢利子さんと三鷹市
神沢さんは1969年に三鷹市に転居。2006
年～2008年に三鷹市と市民実行委員会に
よる協働事業「神沢利子展プロジェクト」とし
て200人以上の市民ボランティアが展覧会な
どを企画運営。その後も神沢作品を通した
市民活動 ·交流が続く。2017年、神沢さん
が三鷹市に直筆の原稿などの資料多数を
寄贈。2020年に三鷹市が「みたか・子どもと
絵本プロジェクト名誉顧問」（愛称「わたし
たちのひいおばあちゃん」）を委嘱。

『ちびっこカムのぼうけん』原稿

神沢利子（かんざわとしこ）
1924年生まれ。北海道、樺太での幼少期を描いた自伝的小説として『いないいない
ばあや』『流れのほとり』がある。幼年童話『ちびっこカムのぼうけん』『くまの子ウーフ』
『ふらいぱんじいさん』、長編ファンタジー『銀のほのおの国』『タランの白鳥』をはじめ、
絵本や詩集など300冊を超える著作がある。『神沢利子コレクション』（全5巻）にまとめら
れた一連の業績で路傍の石文学賞、巖谷小波文芸賞を受賞。80歳で絵本『鹿よ おれ
の兄弟よ』、2023年には白寿を記念して初めての句集「冬銀河」を刊行。

主な展示品
─────────────────────────────────
神沢利子による直筆原稿、絵本原画『こぶたのブウタ』理論社  1971年、
創作メモ、研究ノート、初期投稿雑誌誌面など多数
交友のあった人々の書簡、写真、絵  など

『銀のほのおの国』  福音館書店  1972年   堀内誠一による原画
『鹿よ おれの兄弟よ』  福音館書店  2004年   G.D.パヴリーシンによる原画
『くまの子ウーフ』  ポプラ社文庫  1977年   井上洋介による原画
『くまの子ウーフのたからもの』  ポプラ社  2022年   広瀬弦による原画
「ちびっこカムのぼうけん」福音館書店『母の友』  1961年   山田三郎による原画   
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三鷹市芸術文化センター
三鷹市上連雀6-12-14
JR三鷹駅南口2番バス乗り場から3つ目

「八幡前・芸術文化センター前」下車すぐ。
または5・6・7番乗り場から「八幡前」下車1分。
または三鷹駅南口から徒歩約15分。

樺太の豊原郡内路村内川の自宅近くで（1933年）

連 ベ ト関 ンイ

トークイベント  広瀬弦さん×松永緑さん （2023年12月3日）1

人形劇 あらどこだ  三鷹市立三鷹図書館 （2024年1月27日）2

高楼方子さん講演会  三鷹ネットワーク大学 （2024年1月28日）3

スタンプラリー  三鷹市星と森と絵本の家 など （会期中）4

「神沢利子さん おめでとう100歳展」最新情報はこちら
［図書館サイト］展覧会詳細、会場イベントなど←

『くまの子ウーフ』
絵：井上洋介
ポプラ社   2001年（1969年初版）

『タランの白鳥』
画：大島哲以
福音館書店  1989年 『おめでとうが いっぱい』

絵：西巻茅子
のら書店   1991年

『おばあさんに なるなんて』
画：佐野洋子
晶文社   1999年

『同じうたをうたい続けて』
写真：坂本真典
晶文社  2006年

『流れのほとり』
画：瀬川康男
福音館書店   1976年

『ちびっこカムのぼうけん』
絵：山田三郎
理論社   1999年（1961初版）

『ふらいぱんじいさん』
絵：堀内誠一
あかね書房   1969年

『はらぺこたまごがさらわれた』
絵：長 新太
学習研究社   1974年

『ヌーチェの水おけ』
絵：赤羽末吉
ポプラ社   1970年

『てんのくぎをうちにいったはりっこ』
絵：堀内誠一
福音館書店   1985年

『たまごのあかちゃん』
絵：柳生弦一郎
福音館書店   1987年

『ぽとんぽとんはなんのおと』
絵：平山英三
福音館書店   1980年

『えぞまつ』
絵：吉田勝彦   監修：有澤 浩
福音館書店   1986年

『はけたよ はけたよ』
絵：西巻茅子

偕成社   1970年

『いいことって どんなこと』
絵：片山 健
福音館書店   1993年

『くじらのあかちゃん おおきくなあれ』
絵：あべ弘士
福音館書店   2006年

『おっとせいおんど』
絵：あべ弘士
福音館書店   1989年

『いたずらラッコとおなべのほし』
絵：長 新太
あかね書房   1973年

『鹿よ おれの兄弟よ』
絵：G. D. パヴリーシン
福音館書店   2004年

『銀のほのおの国』
画：堀内誠一
福音館書店   1972年

『キミちゃんとかっぱのはなし』
絵：田畑精一
ポプラ社   1977年

神沢さんとウーフのぬいぐるみ

ウーフといっしょに
写真がとれるよ!

児童文学作家・神沢利子さんの100歳をお祝いする展覧会です。
 神沢さんは1924（大正13）年に生まれ、
当時日本領だった南樺太（現・サハリン）で育ちました。 
幼年童話、絵本、長編ファンタジー、自伝的小説、詩、
童謡、エッセイなどのたくさんの作品がありますが、
その原点にあるのは、北の自然と北方少数民族への思い、
そしていのちの始原への問いです。 
長年にわたって子どもの心を喜ばせてきた
神沢ワールドの魅力と神沢さん100年の歩みを紹介します。
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